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② 支え合い（手助けできること・してほしいこと） 
地域福祉、高齢者福祉、障害者福祉の３調査で、「支え合い（手助けできること・して

ほしいこと）」に関してたずねました。 

一般市民調査では、近隣で手助けできることとして「日常の見守りや声かけ」が最も多

く、次いで「災害時など非常時の安否確認や避難の手助け」、「話し相手になること」と続

いています。なお、「無回答」の１９．６パーセントをのぞくと、回答者の８０．４パー

セントが、近隣で何らかの手助けができると答えています。 

また、近隣で手助けしている又はしたこととして、「日常の見守りや声かけ」が最も多

く、次いで「話し相手になること」、「悩みごと、心配ごとの相談にのること」が続いてお

います。なお、「無回答」の７０．９パーセントをのぞくと、回答者の２９．１パーセン

トが、近隣で手助けしている又はしたことがあると答えています。 

一方で、近隣で手助けしてほしいことでは「災害時など非常時の安否確認や避難の手

助け」が最も多く、次いで「日常の見守りや声かけ」、「話し相手になること」と続いてい

ます。なお、「無回答」の５３．０パーセントをのぞくと、回答者の４７．０パーセント

が近隣で何らかの手助けをしてほしいことがあると答えています。（図表３－２） 

 

図表３－２ 近隣で手助けできること、手助けしている又はしたこと、手助けしてほしいこと 

（一般市民調査：複数回答） 
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介護予防・日常生活圏域ニーズ調査では、手助けできることとして、「日ごろの安否確

認」が最も多く、次いで「ちょっとした買い物」、「災害時の手助け」、「趣味など世間話の

相手」と続いています。「無回答」の４６．４パーセントをのぞくと、回答者の半数以上

の人が何らかの手助けができると答えています。なお、過去に手助けしたことでは、「日

ごろの安否確認」が最も多くなっています。 

一方で、手助けしてほしいことでは、「災害時の手助け」が最も多く、次いで「日ごろ

の安否確認」、「ちょっとした買い物」と続いています。「無回答」の５２．７パーセント

をのぞくと、回答者の４７．３パーセントが何らかの手助けしてほしいことがあると答

えています。（図表３－３） 

 

図表３－３ 地域の支え合い（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査：複数回答） 
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障害等のある人への調査では、地域で頼みたいこととして「安否確認の声かけ」が最も

多く、次いで「災害時避難の手助けの準備」、「具合がよくないときに、病院等に連絡す

る」が続いています。（図表３－４） 

また、地域で頼まれたらできることとして「安否確認の声かけ」が最も多く、次いで

「具合がよくないときに、病院等に連絡する」、「ちょっとした買い物やゴミ出し」が続い

ています。（図表３－５） 

 

図表３－４ 地域で頼みたいこと（障害等のある人への調査：全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３－５ 地域で頼まれたらできること（障害等のある人への調査：全体） 
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（２）相談できる人 

① 悩みや困りごとを相談できる人の有無 
地域福祉、高齢者福祉、障害者福祉の４調査で、「悩みや困りごとを相談できる人の有

無」に関してたずねました。 

悩みや困りごとを相談できる人が「いる」の割合は、すべての調査で８０パーセント以

上となっていますが、特に介護予防・日常生活圏域ニーズ調査は９２．８パーセントと高

くなっています。（図表３－６） 

 

図表３－６ 悩みや困りごとを相談できる人の有無 

（一般市民調査、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査、障害等のある人への調査、 

子どもの育ちや発達に関する調査） 

 

 

 

 

 

 

（３）認知症に対する意識 

地域福祉、高齢者福祉の２調査で、「認知症に対する意識」に関してたずねました。 

認知症に対する意識について、地域福祉分野と高齢者福祉分野でたずねました。一般

市民調査は、「認知症になると、身の回りのことができなくなり、介護施設に入ってサポー

トを利用することが必要になる」が最も多く、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査は「認

知症になっても、医療・介護などのサポートを利用しながら、今まで暮らしてきた地域で

生活していける」が最も多くなっています。（図表３－７） 

 

図表３－７ 認知症に対する意識について 

（一般市民調査、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査） 
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